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沖縄における果樹害虫の種類＊
第一報ミカン類の害虫

東清二

（琉球農業試験場）

SeiziAzuma：TheFruits，ｐｅｓｔｓｉｎＯｋｉｎａｗａ（１）：InsectpestsofOrangetrees

はじめに いようである．

Ⅳ．Thysqnopierqアザミウマ目

６．ＨｂＪｊｏ/"γ秒ｓルαe”o〃〃Ｏ脚ＪｊｓＢｏｃｈｅクロトンア

ザミウマ

各地に発生し，新芽や花器の部分に居て食害する．被

害葉は奇形を呈することがある．

７．月α打AJj"ｊｅノル畑"saTrybonヒラズハナアザミ

ウマ

新芽も食害するが．花部に多く，果実の結実不良の原

因の一つになっていろ．

Ｖ・Hemipferq半し目

８．１Ｗごαγα〃ｉγＭ"〃Linneミナミアオカメムシ

幼果から吸汁するので落果をおこし，落果しないもの

でも肥大が遅くなり，また奇形となる．

９．尺/iyz(c/zoco7jMz"腕e'α/jsThunbergミカントゲ

カメムシ

個体数は少ないが葉，果実を加害し，被害果は奇形化

するかまたは落果する．

DLys/c'ｃｚｌｓｃｚ"ｇＺＩＪａｊ"sFabriciusアカホシカメムシ

が屋代（16927）によ'）ミカンも加害する旨記録されてい

るが，観察したことがない．本種はリュウキュウトロロ

アフヒ，アメリカネリを好んで食害する．

Ⅵ、Homopferq同し目

１０．Ｃｒ”/obwZPα"αｏﾉﾚﾉ"αzuZz"αMatsumuraリュ

ウキュウクマゼミ

大宜味0965.Ⅵ.g）においてミカン園の更新時に根

部を加害中の本種を採集した．

１１．Ｃａγgnsczge"istaFabriciusマルツノゼミ

９～L０月頃軟かい葉を加害することがある．

１２．ＥＣ}んogD"/α／”0"jcaIshiharaツマグロオオ

ヨコバイ

呉我山（L966.Ⅸ､8）でｶﾛ害を観察したが稀のようで

ある．

１３．ＨＭｊ”0""ｓｓｐ、ヒシモンヨコパイの一種

沖縄における果樹栽培はほとんど副業として行なわ

れ，その規模も小さい．そのため果樹害虫類に関する研

究成果も少ない．しかしここ２～３年来ミカンを主軸と

した果樹栽培の振興が取りあげられ，農家における栽培

意欲も次第に高まりつつある．そういったところから今

後害虫防除のことも重要視されるものと思われる．

そこでこ人数年来の調査記録に基づき害虫の種類につ

いて取りまとめることにした．それが今後の果樹栽培振

興に僅かなりとも役立つものがあれば筆者のもっともよ

ろこびとするところである．

本報をまとめるにあたって種々助言老与えて下さった

琉球大学の高良鉄夫先生にあつくお礼申し上げる．

１．OrIhopIerq直し目

１°Ｃﾉ'y〃"ｓ/α/z(ﾉα"e加加zzOhmaChiタイワンエンマ

コオロギ

伊豆味（ﾕ956.1.ﾕ4)米米においてミカンの苗木を食害

中の本種を目げきした．本葉がユー２枚伸びた頃の苗

で，新しい芽を食害した．

２．０｣(ｙａＵｅ〃jrFabriciusハネナガイナゴ

元来イネ科植物を加害するが，今帰仁（ｴ963.Ⅷユ5）

で葉縁から食害することを確認した．

３．IDcJzs/α〃gγα/0γjaLinneトノサマパヅタ

西表島上原（ｴ964Ｍ.ｴﾕ）で上と同じような食害状況

を観察した．

IBIqfferiqゴキブリ目

４．ＢﾉﾋzﾉﾉｃＪＪｃｚＪ伽γjcoﾉﾉﾉsWalkerヒメチヤバネゴキブ

リ

各地に発生し，新芽や花器を加害する．

HlsopIerqシロアリ目

５．COPjo/”腕Cs／Ｍ"0sα""sShirakiイエシロアリ

大宜味（]965.Ⅸ､26）において老木の根際の一部に侵

入しているものを観察した．ミカンではあまり加害はな

謙琉球農業試験場病理昆虫研究室研究業績第ﾕ5号

米糸米カイガラムシ類の一部は琉球植物所疫所に他の採集標本は筆者が保管してある．
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集も容易である．

２７．ｎｃＸｙａＰ”chzzsjMaskellイセリヤカイガラムシ

各地にもっともふつうでモクマオウによく発生する．

２８．血e）'yasGyc〃ｃｌｌαγ"池Westwoodキイロワタフ

キカイガラムシ

個体数は前者に比しはるかに少ない．リュウキュウキ

ョウチクトウでの加害は割合多い、

２９．Ｐｍ"ococc"ｓﾉﾉﾉﾛci""sCockerellタイワンコ

ナカイガラムシ

宮古島（ﾕ963.Ⅵ､23），大宜味（1.965.,12），伊豆

味（ﾕ965.Ⅸ､14,Ｘ・]J３，m､16），首里（1J965.Ⅷ.4）

で加害を多数観察した．ミカンよりもバンジロウに発生

が多い．

３０．Ｐｌα"ococc"ＳｃがγｉＲｉｓｓｏミカンコナカイガラム

シ

呉我山（ﾕ963.Ⅷ､ﾕ5），伊豆味（ﾕ964．I､2ﾕ），大

宜味（ﾕ965.Ⅷ､ﾕ5）で加害をみる．個体数は少ない．

３１．CoccJlseJ0"ｇα/zcsSignoretナガカタカイガラ

ムシ

今帰仁（ﾕ963.Ⅷ､ｴ5）で一度だけミカンより採集した

３２．Cocc"ｓＰｓｅ"`腕αｇ"oliczγ"池Ｋｕｗａｎａカンキ

ツカタカイガラムシ

屋代（1927），Takahashi（1930）らにより記録され

ているが，伊豆味（ｴ966.mL6）で一度採集した．

３３．Ｃｅγ”JasfesノcZPo"icczComstockカメノコロウ

ムシ

首里（1963.Ⅸ.Ｌ6）と大宜味（1965.Ⅸ､26）の２カ所

で加害を観察した．

３４．ＣｅｍＰｍｓ/espse"伽ccγ沈γ"ｓＧｒｅｅｎツノロウ

ムシ

屋部（1.963.Ⅷ､ｴ4），辺土名（ｴ964.1.20），大宜味

（Ｌ965.m・ﾕ4），伊豆味（1967.1.1ｺ）でミカンよ')採

集する．アカギ，フクギにおける発生が多い．

３５．Ｐｎ７ａＭｓｓｅｊｊα〃igraNietnerクロカタカイガ

ラムシ

辺土名（]､964.1.2ﾕ），宮古平良（ﾕ964.Ⅱ.ｇ）で採

集する．小枝に発生するがミカンよりもガジュマルに多
い．

３６．SazSse"α〃e）"jSP〃αｅ７伽沈Targioniハンエン

カタカイガラムシ

もっともふつうの種で被害も多い．ソテツで発生が多

い．

３７．Ｐ皿Ｊひ伽/γｊα力olygo"α/αCockerellタイワン

カタカイガラムシ

西表島白浜(ﾕ964.Ⅱ､7)，石垣島大川Ｑ965.Ｖ・ﾕB）

大宜味（ﾕ965.Ⅵ､26,Ⅶ､ユ），伊豆味（ﾕ966.Ｘ､ﾕ4）

で多数採集した．

１４．Tczγ/CSS"s九〃"gi"c"sWalkerオサヨコバイ

沖縄本島，石垣島，西表島に産し，個体数は少ないが

葉裏から加害する．

１５．Ｃﾊﾉoγ仰ｓｐ・ミドリヒメヨコパイの一種

花部によくみられるが種名が明らかでない．

１６．EPiczcα"伽ｓｓＺγα”"ezlsMotschulskyフタテ

ンヨコパイ

個体数少なく加害も僅かである．

１７．Ge7gjﾉﾉt"ｓｚﾉａ７ｊａＭｊｓＢａｔｌｅｒマルウンカ

呉我山（岨66.Ⅷユ2）で加害中の本虫を観察した．個

体数は多くない．

１８．尺ｊｃａ"jα/”0"icaMelicherべヅコウハゴロモ

個体数少なく被害もめだたない．伊豆味(ﾕ966.Ⅸ.ｕ）

勝山（ﾕ967.3.ﾕg）では容易に採集できた．

１９．Ｍ】"伽γａｓ""（わ"αKirkaldyオキナワアオパハ

ゴロモ

各地でふつうに発生し，幼虫は小枝に群棲して加害

し，成虫もそれに似るが，個体数の少ない時または生育

後期になると単独で加害する．

20.Ａ形"γoczz"伽ｓｓｐｊ"舵）wsQuaintanceミカン

トゲコナジラミ

宅地内のミカンや日蔭ではよく発生する．すす病をと

もなうのでミカンの生育が悪くなる．

２１．ＡＰ"ｉｓｇｏｓｓｙｐｊｊＧ１ｏｖａワタアブラムシ

年中発生をみるが３～５月と，８～10月にもっとも多

い．芽の部分に群棲して加害する．

２２．Ｍ’９０”αｃﾉﾉｿﾞｉｃｏＪａｖａｎｄｅｒＧｏｏｔクスアプラ

ムシ

石垣島，沖縄本島各地でみられるｶﾇ個体数は多くな

い．４月頃が発生のピークのようである．

２３．Ｍ〕ﾉご"s此ＭｃａｅＳｕｌｚｅｒモモアカアブラムシ

雑食性で，ミカンでは２～３月と８月に個体数が多い

２４．尺ﾉｉＯｐａ〃sjP/j"籾Ｐｒ""加ＪｊａＣＦｉｔｃｈキピクピレ

アブラムシ

大宜味における１９６５年の観察では５～６月と９～]､月

に個体数が多かった．

２５．Tojmﾉﾌﾉe'αα"γα"ｊｊＢｏｙｅｒｉコミカンアブラムシ

もっとも２～４月に多く，８～ﾕ0月にもやや多い．

２６．Ｔ０兆”/ｅｒａｃｊ/γici〃sKirkaldyミカンクロアプ

ラムシ

個体数は前者より多くないが，４月と７～９月には採



沖縄農業第６巻第１号（１９６７）2６

での採集記録は次のとおりである．屋部（1963.V､ユ4)，

伊豆味（]S66.Ⅸ､ﾕ4），塩屋（岨66.m､2)．

４８．ＡＣ"iclieJJαα"γα"〃iMaskelアカマルカイガ

ラムシ

奥（ﾕ963.Ⅶ､7)，那覇（]d965.Ⅶ､4)，首里

（1966.Ⅶ.]B）で採集する．伊豆味，呉我山では

ウンシュウミカンに加害が多い．

ⅦLepidopferqりんし目

４９．Ｃｌα"ｉａｚﾉ”ｉｅｇα/αSnellenオオミノガ

幼虫は４～フ月に多く，枝葉に下垂して加害する．

５０．CCZ"CPh0γαｓｐ・ミノガの一種

個体数は前種よりも多く，他の果樹や花木類も加害す

る．

５１．Ｐ/ｉｙｌＪ０ｃ"MSCﾉﾉγc"αStaintonミカンハモグ

リガ

若い葉の中に潜り，葉肉を食害して奇形化させる．苗

における被害は大きい．

５２．Ａ伽尤”Ayesorα"αFischervonRoslersta‐

ｍｍコカクモンハマキ

首里（ﾕ966.Ⅸ､１３）でエ回加害を観察する．夜間採集

では個体数も多い，他に好む加害植物があると思われ

ろ．

Ｈｂｗｏ"ａｃｑﾉﾗｆｂａｒ/αNietnerチヤハマキが屋代(ｴ927)，

Shiraki（ﾕ954）により報告されているが，その発生加

害を確認したことがなく同定にも疑問があるのでナンバ

ーから除外した．

５３．ＤＩＣ/ioc'0ｃｉｓＰ""c/舵γαﾉﾉsGueneeゴマダラ

ノメイガ

各地に発生するがミカンにおける加害は極くまれであ

る．

Shiraki（ｴ954）によりＨzγzzsaco"socjZzWalker

A”αｆａＰｅγs伽ｊＪｉｓＰｅγijwz"ﾉﾉbmHampsonキスジタイ

ワンカノコ，Ａｓ"γαｄﾙα,ｗｍａＭｏｏｒｅヒメホシキコケガ

が記録されているが同定や食性上から誤認と思われるの

でナンバーから除外した．

５４．Ｃγeajo"oｵosfrcz"sie"sWalkerハイイロヒトワ

雑食性で各種植物を加害するがミカン類での加害は多

くない．成虫の産卵場所が不規則なためミカンに産卵さ

れた場合はしばらく摂食する．

５５．Ａ〃jscZWUz"""sGueneeアケピコノハ

沖縄本島，石垣島に産する．

５６．Ｌａｇ⑰〃α池"ｏＤａｌｍａｎムクゲコノハ

沖縄本島に産する．

個体数は少なく今帰仁（1963.m・ｴ3）と勝山（1967.

Ⅲ､19）で二度採集したのみである．

３８．ＦＹＭ"iaPmboscj伽γiaGreenゾウピコノハ

ガイガラムシ

屋代（ﾕ927)，Takahashi，（ﾕ955），Shiraki(ﾕ954）

により記録されているが個体数少なく，観察したのは首

里（1966.Ｘ・ﾕ3）での一度のみである．

３９．ASpi〃0/"ｓｓ/α""/o"iaeTakahashiカタマル

カイガラムシ

まれの種である．伊豆味（ﾕ966.m､16）で採集した．

肋zzSPisycz"0"e"sisKuwanaヤノネカイガラムシ

がKuwana(ｴｇＵ)，TakahashiandTachikawa(1956）

により記録されているが本虫を採集したことがない．そ

れらの記録にも疑問があるのでナンバーから除外した．

４０・Ｈｂ〃beγにｓｉａｍｆα"iczcSignoretヤシマルカ

イガラムシ

ヤシ類の害虫であるがミカンも加害する．

４１．血PiCjDs”"ｅｓｇＪ０ＵｃγiiPachardミカンナガカ

キカイガラムシ

各地のミカン園でふつうに発生し，葉，枝にあって加

害する．吸汁された葉は黄変のみられることがある．

４２．Ｌ幼MDscZP〃ｃｓ６ｅ晩滋Ｎｅｗｍａｎミカンカキカ

イガラムシ

前種に比し個体数ははるかに少なく，ミカンよりもゲ

ヅキツに多い．

４３Ｈｚγ1α/0γiα此堰α"〃iColo0sfocjIFマルクロホシ

カイガラムシ

まれに加害をみろ．

４４．町γ/α/oγiαご惣力〃ｓＬｕｃａｓヒメクロカイガラ

ムシ

各地にふつうで被害も多0,.

45．PSC"伽0"Ｍα‘”"〃Cockerellミカンマルカ

イガラムシ

伊豆味（ﾕJ966.m・ｴ6），辺土名（ｴ966.m、２）でミカ

ンより採集した．個体数は多くない．

４６．ハ馳伽o"ｊ伽ノロClo6jJi/Ｍ,zisGreenゴパン

マルカイガラムシ

クこ手堅（1966.Ⅶ､27），大宜味（1966.m.3）で採集

する．モモタマナに発生が多い．

４７．Ｃﾉｶがso”ﾉbα〃sガc"sAshermcdアカホシマ

ルカイガラムシ

フクギ，ソテツ，アダンでの発生をよくみるがミカン
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７０．，γosOPﾉｾﾉﾉα/αｈαﾉbcMjSturtevantタカハシ

ショウジョウバエ

ふつうに発生している．

７１．，γ0s”〃j/ZzmcJcjcoγ"ｊｓＯｋａｄａヒゲジロショ

ウジョウバエ

各地で採集出来る種類で，ユ965年に記載された．

７２．，γCSOｶﾉijﾉα〃zzszｲﾉａＬａｍｂ．テングショウジ

ョウバエ

大宜味（ﾕ965.Ｘ､g）と伊豆味（ﾕ966.Ｘ・ﾕ3）で採集

した．

以上のショウジョウバエはむしろ間接的な加害をなす

もので，果実の損傷部に集まり腐敗をおこしたり，また

はその部分に産卵してふ化した幼虫が果実を食害する．

ⅨCoIeopferq鞘し目

７３．DC/αe"α化〃jsjJansonリュウキュウオオハ

ナムグリ

各地にふつうで花器や成熟した果実の損傷部に集まっ

て食害する．

７４．OjUyce/0"ｉα/Mjc"ｌａＪａｎｓｏｎヒメハナムグリ

沖縄本島に産し，花部に集まって花粉などを食害し，

結果率を低下せしめろ．

７５．OjUycao"jαノ"c""dUzFaldermannコアオハナ

ムグリ

宮古，八重山に産し前種と同様の加害をなす．

７６．Ｃﾉﾉﾉeα”ｅＭＪｊａｚＣｈｅｎミカンノミハムシ

石垣島では発生多く，伊豆味（]963.Ⅱ.]J5），久手堅

（1966.Ⅶ､２７）では加害中のミカンより昆虫網で多数の

成虫を採集した．

７７．Ａ"oPl0Pﾉtoγα腕ａＪｃｚａｃａＴｈｏｍｓｏｎゴマダラカ

ミキリ

本種はモクマオウなど各種樹木の害虫として知られて

いるが，呉我山（1.966.Ⅸ､8）で地際に近い茎の表皮や

木質部が食害されているものを観察した．

７８．Ａｇγﾉﾉzuscz"γjDe"ﾉｿﾞｉｓＥ・Sanndersミカンナガ

タマムシ

樹皮下を食し，枯死させることがある．知念（1J966.

Ⅶ２７）で多数採集した．

要約

エ963年来調査した記録に基づき沖縄におけるミカン類

害虫の種類をまとめた．その数は78種で，加害部位，発

生の多少，時期などについても簡単に記しておいた．

５７．０PﾉijzｲsαノノγｈａｃａＣｒａｍｅｒクロモンシタバ

各地に発生し，幼虫はバンジロウを食する．

５８－ac6"Ｓｃγ”"Sc"ﾉﾋzγｊｓＬｉｎｎｅオオトモェ

各地の林中にふつうである．

５９．Ｅ"岬αe籾ａｓｓｚｚﾉﾋZ〃"jａＣｒａｍｅｒキマエコノハ

各地にふつうで加害も多い．

６０．〃γαﾙﾉﾉαノα"ｉα"αＣｒａｍｅｒナタモンアシプト

クチパ

琉球には本属の蛾が５種産するが本種がいちばん個体

数が多い．東南アジア各地に広く分布する．

６１．Pmsiodb"/czcoeJo"0/αKollerキンモンエグリバ

個体数は多くないが果実を好んで吸汁する．

６３．ＱＭＰｃ”""ﾉﾉＣＯγ"jsGueneeミナミエグリパ

エグリパの仲間では個体数も多く，加害も多い．

以上の55～63の蛾はいわゆる吸峨類として確認された

もので，果実の穿刺に適した口器を有し，これを果肉内

に深く挿入して果汁を吸収する．そのため果実は奇形化

したり，腐敗をおこして落果するようになる．

６４．ＦｃＺｐｊＪｉｏｊｍﾉﾉz"ｓＬｉｎｎｅアゲハ

ミカンでの加害は少ない．

６５．ﾙｶﾉﾉjoPoly/csFruhstorferシロオビアゲハ

サルカケミカンのある地帯ではそれを好むが他の地方

ではミカン類によく幼虫を見ることができる．葉にユ個

ずつ産卵し，ふ化した幼虫は中肋の一部を残して食害す

る．

６６．PtZｸﾉﾉﾉｏＰノル"0γノノJｲﾙﾉ"e"sisFruhstorferク

ロァゲハ

６月頃に加害が多く，７月にはミカンの小枝で鋪を多

数採集することが出来る．

６７．ＨＺＰｊＪｊ０腕e”"0〃，）ＷγjRothschildナガサキ

アゲハ

上と同じ時期に加害が多い．

６８．PCZｶﾉﾉﾉｏハル”"ｓ〃/CCC"jcoに"sButlerモンキ

アゲハ

４～]､月頃までだらだらと発生し，加害する．

ⅧDipferq双し目

６９．Ｄａｃ"sm0rsaJj3Hendelミカンコミパエ

５～６月にはスモモ，８～９月にはバンジロウ，エ0月

頃からミカン類に集まる．年８～９回の世代を繰返すよ

うで，飼育の結果９～LO月頃の卵期間ユー２日，幼虫期

間５～８日，蝋期間７～L3日，前産卵期間ﾕ4～]d9日であ

った．

被害のもっとも大きい害虫で防除も困難なものである．




